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要　　約

報 告 書 抄 録

須恵器
土師器
赤色塗彩土師器
石器
鉄器

朝倉下岡遺跡では主に古代の遺構を検出した。遺構の多くは柱穴・ピットであり、柱痕が検出され
たピットも多数あったが、調査区幅が限られるため、建物跡が復元できたのは１棟だけであった。
しかしながら、柱穴の配列などからいくつかの建物も想定され、中には柱穴規模から大型建物の可
能性があるものもある。また出土遺物の中には赤色塗彩土師器がある他、羽口や椀状鉄滓など鍛冶
に関連するような遺物もみられた。
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市町村所収遺跡名

38202

あさくらしもおかいせき

朝倉下岡遺跡 400㎡133°

いまばりしあさくらしもこう

今治市朝倉下甲812他

36″

主 な 遺 物
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記録保存調査

朝倉下岡遺跡 集落跡 古代

掘立柱建物
土坑
溝状遺構
柱穴・ピット


